崇神記紀の謀反を告げる歌謡の機能と崇神天皇像 by 烏谷 知子
─ 1 ─
崇
神
記
紀
の
謀
反
を
告
げ
る
歌
謡
の
機
能
と
崇
神
天
皇
像
烏
　
谷
　
知
　
子
は
じ
め
に
崇
神
記
第
二
二
番
歌
謡
、
崇
神
紀
第
一
八
番
歌
謡
に
は
、
歌
謡
中
に
「
御
真
木
入
日
子
」、「
御
間
城
入
彦
」
の
呼
称
が
詠
み
込
ま
れ
、
崇
神
天
皇
の
治
政
に
お
け
る
神
意
を
告
げ
る
歌
と
し
て
意
図
的
に
載
せ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
崇
神
記
の
「
後
つ
戸
よ
　
い
行
き
違
ひ
　
前
つ
戸
よ
　
い
行
き
違
ひ
」
の
箇
所
は
、
仁
徳
記
の
「
前
の
殿
戸
に
参
ゐ
伏
せ
ば
、
違
ひ
て
後
の
戸
を
出
で
、
後
の
殿
戸
に
参
ゐ
伏
せ
ば
、
違
ひ
て
前
の
戸
を
出
で
き
」
の
表
現
に
類
似
す
る
。
石
之
日
売
が
口
子
臣
の
行
動
を
察
知
し
た
上
で
相
手
を
避
け
た
の
に
対
し
、
二
二
番
で
は
相
手
は
天
皇
の
行
動
を
窺
い
つ
つ
、
自
ら
の
動
き
は
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
行
動
し
、
刺
殺
計
画
を
天
皇
に
全
く
気
づ
か
れ
な
か
っ
た
の
に
も
拘
わ
ら
ず
、
神
が
幣
羅
坂
に
出
現
し
た
少
女
の
口
を
借
り
て
大
毘
古
命
に
神
意
を
告
げ
、
建
波
邇
安
王
の
謀
反
が
天
皇
に
よ
る
歌
の
解
き
明
か
し
に
よ
っ
て
露
顕
す
る
。
崇
神
は
神
の
加
護
を
受
け
、
自
ら
神
意
を
理
解
し
起
こ
る
べ
き
事
態
を
知
る
天
皇
と
し
て
描
か
れ
る
。
祭
政
一
致
の
時
代
を
象
徴
す
る
天
皇
と
し
て
、
大
物
主
大
神
の
祟
り
を
鎮
め
、
天
神
地
祇
を
は
じ
め
と
す
る
神
々
に
も
ら
す
こ
と
な
く
幣
帛
を
献
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
疫
病
・
祟
り
は
総
て
止
ん
で
、
国
家
は
平
安
に
な
っ
た
と
あ
る
。
次
に
天
皇
は
高
志
と
「
東
方
十
二
道
」
に
将
軍
を
派
遣
さ
れ
る
。
高
志
は
八
千
矛
神
の
神
話
に
記
さ
れ
た
領
域
で
あ
り
、「
東
方
十
二
道
」
は
景
行
記
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
古
事
記
は
神
代
の
天
照
・
大
国
主
・
大
物
主
の
祭
祀
を
ふ
ま
え
て
天
下
を
志
向
し
、
王
権
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
東
に
あ
る
。
問
題
と
す
る
歌
謡
は
祭
祀
か
ら
政
治
に
政
策
の
重
点
が
転
換
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
配
さ
れ
る
。「
初
国
を
知
ら
す
御
真
木
天
皇
」
と
讃
え
ら
れ
る
天
皇
像
が
、
歌
謡
を
発
端
と
す
る
謀
反
事
件
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
対
す
る
書
紀
は
、
四
道
将
軍
の
派
遣
は
大
和
を
中
心
と
し
て
、
北
陸
、
東
海
、
西
道
、
丹
波
と
す
る
。
紀
の
対
応
歌
に
は
「
知
ら
に
と
」
の
「
と
」
が
な
く
、
歌
謡
中
の
天
皇
を
非
難
す
る
表
現
「
姫
遊
び
す
も
」
の
語
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
記
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
天
皇
が
女
性
と
戯
れ
る
「
姫
遊
び
す
」
と
い
う
記
事
は
書
紀
に
は
な
い
が
、
契
沖
は
「
比
賣
那
素
寐
殊
望
」
に
つ
い
て
「
媛
ハ
吾
田
媛
也
、
モ
ハ
助
語
ナ
リ
、
游
為
ト
ハ
香
山
ニ
來
ル
ヲ
云1
」
と
し
て
、
姫
遊
び
を
武
埴
安
彦
の
妻
吾
田
媛
の
香
具
山
の
土
を
奪
う
事
件
と
関
連
づ
け
る
。
飯
田
武
郷
は
日
本
書
紀
通
釈
巻
之
二
十
六
で
、「
媛
之
游
と
は
。
女
等
の
戯
游
ひ
て
。
何
の
心
も
な
き
を
。
四
衟
將
軍
の
帝
京
を
離
れ
て
。
四
方
の
國
々
へ
立
行
む
と
す
る
に
喩
へ
た
る
な
り2
」
と
述
べ
る
。
大
脇
由
紀
子
氏
は
、「
姫
遊
び
す
も
」
は
倭
迹
々
日
百
襲
姫
命
を
登
場
さ
せ
、
知
識
を
基
に
解
き
明
か
し
さ
せ
る
た
め
の
装
置
で
あ
っ
た3
」
と
す
る
。
記
紀
共
に
歌
謡
は
、
天
皇
の
庶
兄
（
実
際
は
伯
父
）
タ
ケ
ハ
ニ
ヤ
ス
ビ
コ
の
謀
反
を
学
苑
・
日
本
文
学
紀
要
　
第
九
六
三
号
　
一
～
一
四
　（
二
〇
二
一
・
一
）
─ 2 ─
告
げ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
皇
位
継
承
争
い
が
歌
謡
に
よ
っ
て
幕
を
開
け
る
こ
と
は
共
通
す
る
が
、
謀
反
を
告
げ
る
歌
謡
は
記
紀
の
崇
神
天
皇
像
造
形
に
相
違
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
歌
謡
の
記
紀
に
お
け
る
働
き
に
つ
い
て
、
崇
神
記
紀
の
記
述
を
ふ
ま
え
な
が
ら
考
察
し
て
い
く
。
一
　
記
紀
の
表
現
の
特
徴
問
題
と
す
る
歌
謡
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
崇
神
記又
、
此
の
御
世
に
、
大
毘
古
命
は
、
高
志
道
に
遣
し
、
其
の
子
建
沼
河
別
命
は
、
東
の
方
の
十
二
の
道
に
遣
し
て
、
其
の
ま
つ
ろ
は
ぬ
人
等
を
和
し
平
げ
し
め
き
。
又
、
日
子
坐
王
は
、
旦
波
国
に
遣
し
て
、
玖
賀
耳
之
御
笠
〈
此
は
、
人
の
名
ぞ
〉
を
殺
さ
し
め
き
。
　
故
、
大
毘
古
命
、
高
志
国
に
罷
り
往
き
し
時
に
、
腰
裳
を
服
た
る
少
女
、
山
代
の
幣
羅
坂
に
立
ち
て
、
歌
ひ
て
曰
は
く
、
　
22
　
御
真
木
入
日
子
は
や
　
御
真
木
入
日
子
は
や
　
己
が
緒
を
　
盗
み
殺
せ
む
と
　
後
つ
戸
よ
　
い
行
き
違
ひ
　
前
つ
戸
よ
　
い
行
き
違
ひ
　
窺
は
く
　
知
ら
に
と
　
御
真
木
入
日
子
は
や
　
　
　
　
美
麻
紀
伊
理
毘
古
波
夜
　
美
麻
紀
伊
理
毘
古
波
夜
　
意
能
賀
袁
袁
　
奴
須
美
斯
勢
牟
登
　
斯
理
都
斗
用
　
伊
由
岐
多
賀
比
　
麻
幣
都
斗
用
　
伊
由
岐
多
賀
比
　
宇
迦
々
波
久
　
斯
良
爾
登
　
美
麻
紀
伊
理
毘
古
波
夜
　
是
に
、
大
毘
古
命
、
怪
し
と
思
ひ
て
、
馬
を
返
し
、
其
の
少
女
を
問
ひ
て
曰
ひ
し
く
、
「
汝
が
謂
へ
る
言
は
、
何
の
言
ぞ
」
と
い
ひ
き
。
爾
く
し
て
、
少
女
が
答
へ
て
曰
は
く
、
「
吾
は
、
言
ふ
こ
と
勿
し
。
唯
に
歌
を
詠
は
む
と
為
つ
ら
く
の
み
」
と
い
ひ
て
、
即
ち
其
の
所
如
も
見
え
ず
し
て
、
忽
ち
に
失
せ
に
き
。
　
故
、
大
毘
古
命
、
更
に
還
り
参
ゐ
上
り
て
、
天
皇
に
請
し
し
時
に
、
天
皇
の
答
へ
て
詔
は
く
、「
此
は
、
山
代
国
に
在
る
我
が
庶
兄
建
波
邇
安
王
の
、
邪
し
き
心
を
起
せ
る
表
と
為
ら
く
の
み
。
伯
父
、
軍
を
興
し
て
行
く
べ
し
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
即
ち
丸
邇
臣
が
祖
、
日
子
国
夫
玖
命
を
副
へ
て
遣
し
し
時
に
、
即
ち
丸
邇
坂
に
忌
瓮
を
居
ゑ
て
、
罷
り
往
き
き
。

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。）　
崇
神
紀
十
年
九
月
の
条
　
九
月
の
丙
戌
の
朔
に
し
て
甲
午
に
、
大
彦
命
を
以
ち
て
北
陸
に
遣
し
、
武
渟
川
別
を
東
海
に
遣
し
、
吉
備
津
彦
を
西
道
に
遣
し
、
丹
波
道
主
命
を
丹
波
に
遣
し
た
ま
ふ
。
因
り
て
詔
し
て
曰
は
く
、「
若
し
教
を
受
け
ざ
る
者
有
ら
ば
、
兵
を
挙
げ
て
伐
て
」
と
の
た
ま
ふ
。
既
に
し
て
共
に
印
綬
を
授
け
て
将
軍
と
し
た
ま
ふ
。
　
壬
子
に
、
大
彦
命
、
和
珥
坂
の
上
に
到
る
。
時
に
少
女
有
り
、
歌
し
て
曰
く
、
一
に
云
は
く
、
大
彦
命
、
山
背
の
平
坂
に
到
る
。
時
に
道
の
側
に
童
女
有
り
、
歌
し
て
曰
く
、
と
い
ふ
。
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　
御
間
城
入
彦
は
や
　
己
が
命
を
　
弑
せ
む
と
　
窃
ま
く
知
ら
に
　
姫
遊
び
す
も
　
一
に
云
は
く
、
大
き
門
よ
り
　
窺
ひ
て
　
殺
さ
む
と
　
す
ら
く
を
知
ら
に
　
姫
遊
び
す
も
　
　
瀰
磨
紀
異
利
寐
胡
播
揶
　
飫
廼
餓
烏
塢
　
志
斉
務
苔
　
農
殊
末
句
志
羅
珥
　
　
　
比
売
那
素
寐
殊
望
一
云
、
於
朋
耆
妬
庸
利
　
于
介
伽
卑
氐
　
許
呂
佐
務
苔
　
須
羅
句
塢
志
羅
珥
　
比
売
那
素
寐
須
望
と
い
ふ
。
是
に
大
彦
命
異
し
び
て
、
童
女
に
問
ひ
て
曰
く
、「
汝
が
言
ひ
つ
る
は
何
の
辞
ぞ
」
と
い
ふ
。
対
へ
て
曰
く
、「
言
は
ず
。
唯
歌
ひ
つ
る
の
み
」
と
い
ふ
。
乃
ち
重
ね
て
先
の
歌
を
詠
ひ
、
忽
に
見
え
ず
な
り
ぬ
。
大
彦
乃
ち
還
り
て
具
に
状
を
以
ち
て
奏
す
。
是
に
天
皇
の
姑
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
、
聡
明
く
叡
智
し
く
ま
し
ま
し
て
、
能
く
未
然
を
識
り
た
ま
へ
り
。
乃
ち
其
の
歌
の
怪4
し
る
ま
しを
知
り
ま
し
て
、
天
皇
に
言
し
た
ま
は
く
、「
是
、
武
埴
安
彦
が
謀
反
け
む
と
す
る
表4
な
ら
む
。
吾
が
聞
か
く
、
武
埴
安
彦
が
妻
吾
田
媛
、
密
に
来
り
て
、
倭
の
香
山
の
土
を
取
り
、
領
巾
の
頭
に
裹
み
て
、
祈
ひ
て
曰
さ
く
、『
是
、
倭
国
─ 3 ─
の
物
実
』
と
ま
を
し
、
則
ち
反
る
と
。
物
実
、
此
に
は
望
能
志
呂
と
い
ふ
。
是
を
以
ち
て
、
事
有
ら
む
と
知
り
ぬ
。
早
く
図
る
に
非
ず
は
、
必
ず
後
れ
な
む
」
と
ま
を
し
た
ま
ふ
。

（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。）　
少
女
が
出
現
し
た
の
は
、
古
事
記
で
は
「
山
代
の
幣
羅
坂
」、
書
紀
で
は
「
和
珥
坂
の
上
」
で
あ
る
。
書
紀
の
異
伝
に
よ
れ
ば
「
山
背
の
平
坂
」
と
あ
る
。「
坂
」
は
古
事
記
上
巻
の
黄
泉
比
良
坂
、
海
坂
の
よ
う
に
異
郷
と
葦
原
中
国
と
を
つ
な
ぐ
接
点
で
も
あ
り
境
界
で
も
あ
る
。
三
浦
佑
之
氏
は
、「
人
の
出
入
り
口
で
あ
る
〈
坂
〉
は
、
神
の
通
路
で
も
あ
る
か
ら
、
そ
こ
は
、
神
に
出
会
い
、
神
を
迎
え
る
場
所
に
な
る
の
で
あ
る
。
〈
坂
〉
は
、
神
の
霊
力
が
も
っ
と
も
烈
し
く
発
動
す
る
場
所
だ
っ
た
の
で
あ
る4
」
と
指
摘
す
る
。
山
代
の
幣
羅
坂
は
、
大
和
か
ら
山
代
国
に
入
る
境
界
で
あ
り
、
和
珥
坂
は
大
和
の
国
の
内
で
あ
る
。
古
事
記
で
は
高
志
に
向
か
っ
た
大
毘
古
命
が
異
変
を
感
じ
る
の
は
途
上
に
あ
る
国
境
の
山
代
の
幣
羅
坂
で
あ
る
。
師
木
の
水
垣
宮
か
ら
幣
羅
坂
（
幣
羅
坂
神
社
）
ま
で
直
線
距
離
で
約
二
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
引
き
返
し
た
こ
と
に
な
る
。
山
代
は
「
山
代
国
に
在
る
4
4
4
4
4
4
我
が
庶
兄
建
波
邇
安
王
」
の
謀
反
の
事
実
と
整
合
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
丸
邇
坂
に
忌
瓮
を
居
ゑ
」
さ
せ
る
行
為
は
、
孝
霊
記
に
み
ら
れ
る
「
大
吉
備
津
日
子
命
と
若
建
吉
備
津
日
子
命
と
の
二
柱
は
、
相
副
ひ
て
、
針
間
の
氷
河
之
前
に
忌
瓮
を
居
ゑ
て
、
針
間
を
道
の
口
と
為
て
、
吉
備
国
を
言
向
け
和
し
き
」
の
記
事
と
通
じ
る
。「
忌
瓮
」
は
神
を
祭
る
た
め
の
清
浄
な
酒
甕
を
地
を
掘
っ
て
据
え
る
意5
と
さ
れ
る
。
坂
や
境
界
が
神
霊
の
出
現
す
る
場
所
と
考
え
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
霊
力
を
発
動
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
書
紀
の
和
珥
坂
は
後
述
さ
れ
る
倭
国
内
の
不
穏
な
情
勢
と
照
合
す
る
で
あ
ろ
う
。
記
及
び
紀
の
正
伝
は
事
件
の
展
開
に
相
応
し
い
場
所
を
採
用
し
た
と
み
ら
れ
る
。
書
紀
の
特
徴
は
「
香
山
の
土
」
の
記
述
で
あ
る
。
神
武
紀
に
は
、
神
武
天
皇
が
天
神
の
夢
の
吉
兆
を
実
現
す
る
た
め
に
椎
根
津
彦
と
弟
猾
に
命
じ
て
、「
汝
二
人
、
天
香
山
に
到
り
、
潜
に
其
の
巓
の
土
を
取
り
て
来
旋
る
べ
し
。
基
業
の
成
否
は
、
汝
を
以
ち
て
占
は
む
。
努
力
、
慎
め
」
と
の
た
ま
ふ
。（
中
略
）
二
人
其
の
山
に
至
る
こ
と
得
て
、
土
を
取
り
来
帰
れ
り
。
是
に
天
皇
甚
く
悦
び
た
ま
ひ
、
乃
ち
此
の
埴
を
以
ち
て
、
八
十
平
瓮
・
天
手
抉
八
十
枚
（
中
略
）・
厳
瓮
を
造
作
り
て
、
丹
生
の
川
上
に
陟
り
、
用
ち
て
天
神
地
祇
を
祭
り
た
ま
ふ
」
と
あ
る
。
こ
の
後
香
具
山
の
土
で
作
ら
れ
た
八
十
瓮
を
用
い
て
行
わ
れ
た
呪
詛
と
祈
誓
が
す
べ
て
成
功
し
、
天
皇
は
丹
生
川
上
で
諸
神
を
祭
り
、
天
皇
軍
は
八
十
梟
帥
を
国
見
丘
に
破
る
。
こ
の
記
事
を
参
照
す
れ
ば
、
大
和
の
支
配
を
志
す
者
は
、
天
香
具
山
の
土
を
手
に
入
れ
、
そ
れ
で
作
っ
た
祭
祀
土
器
に
よ
っ
て
、
祭
祀
や
呪
詛
・
祈
誓
を
行
い
、
戦
い
に
勝
利
し
て
支
配
を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
吾
田
媛
が
「
倭
の
香
山
の
土
を
取
り
、
領
巾
の
頭
に
裹
み
て
、
祈
ひ
て
曰
さ
く
、『
是
、
倭
国
の
物
実
』」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
神
武
紀
の
記
事
と
照
応
す
れ
ば
、
天
皇
を
殺
し
、
武
埴
安
彦
が
即
位
し
て
大
和
国
を
奪
う
謀
反
の
計
画
を
成
功
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
大
和
の
実
体
を
な
す
香
具
山
の
土
を
手
に
入
れ
れ
ば
、
大
和
国
を
手
に
入
れ
た
の
も
同
然
で
あ
る
、
と
の
発
言
が
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
に
よ
っ
て
、
和
珥
坂
の
上
の
異
変
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
磯
城
の
瑞
籬
宮
か
ら
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
天
香
具
山
で
見
聞
さ
れ
た
事
実
が
立
ち
現
れ
る
場
所
と
し
て
は
、
宮
か
ら
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
和
珥
坂
（
和
爾
下
神
社
の
辺
り
）
が
相
応
し
い
で
あ
ろ
う
。
崇
神
記
の
「
少
女
」
の
語
は
古
事
記
で
は
当
該
条
に
し
か
み
ら
れ
な
い
。
記
で
は
ヲ
ト
メ
は
「
美
人
」「
媛
女
」「
童
女
」「
嬢
子
」
の
表
記
が
な
さ
れ
る
。
書
紀
で
は
「
少
女
」
は
、
伊
奘
諾
・
伊
奘
冉
尊
の
神
婚
、
素
戔
嗚
尊
の
八
岐
大
蛇
退
治
、
瓊
瓊
杵
尊
の
求
婚
（
一
書
第
六
）
の
際
に
、
神
婚
の
対
象
の
女
性
に
用
い
ら
れ
る
。
神
武
即
位
前
紀
の
玉
依
姫
に
「
海
童
之
少
女
」
と
あ
る
の
は
妹
の
意
で
あ
る
。
崇
神
紀
で
は
和
珥
坂
で
歌
を
う
た
っ
た
「
少
女
」
は
歌
謡
の
次
の
記
述
か
ら
「
童
女
」
の
記
述
に
変
更
し
て
い
─ 4 ─
る
。
あ
わ
せ
て
「
歌
」
に
「
怪
」・「
表
」
の
語
を
用
い
、
童
女
が
大
彦
命
の
問
い
か
け
に
対
し
て
再
び
歌
を
繰
り
返
し
、
姿
を
消
す
。
童
女
が
歌
っ
た
の
は
災
い
を
表
す
歌
だ
が
、
皇
極
紀
以
降
に
出
て
く
る
「
童
謡
」
の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
崇
神
記
紀
に
お
い
て
災
い
の
し
る
し
が
神
意
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
の
は
両
書
に
共
通
す
る
が
、
危
機
が
解
き
明
か
さ
れ
る
背
後
に
存
在
す
る
神
異
の
表
現
手
法
は
異
な
る
。
古
事
記
は
天
皇
自
ら
が
神
託
を
受
け
、
姫
彦
制
の
形
態
が
ほ
と
ん
ど
反
映
し
な
い
形
で
天
皇
に
よ
っ
て
神
意
が
実
現
す
る
。
対
す
る
日
本
書
紀
に
は
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
、
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
と
同
一
人
物
か
と
さ
れ
る
倭
迹
速
神
浅
茅
原
目
妙
姫
を
は
じ
め
、
穂
積
臣
遠
祖
大
水
口
宿
禰
・
伊
勢
麻
績
君
の
神
が
か
り
す
る
男
性
神
官
と
お
ぼ
し
き
存
在
が
登
場
す
る
。
古
事
記
に
お
い
て
、
天
照
大
神
と
倭
大
国
魂
神
の
祭
祀
や
百
襲
姫
の
話
は
記
さ
れ
ず
、
意
富
多
多
泥
古
の
登
場
の
み
が
特
筆
さ
れ
る
。
崇
神
紀
六
年
同
殿
共
床
の
記
事
は
、
天
照
が
天
忍
穂
耳
尊
に
日
神
の
象
徴
で
あ
る
宝
鏡
を
授
け
「
与
に
床
を
同
じ
く
し
殿
を
共
に
し
て
、
斎
鏡
と
為
す
べ
し
」（
神
代
紀
下
第
九
段
一
書
第
二
）
の
記
述
と
国
譲
り
神
話
を
う
け
る
。
七
年
二
月
の
神
浅
茅
原
で
行
わ
れ
た
百
襲
姫
の
祭
祀
、
八
年
十
二
月
の
大
田
田
根
子
に
よ
る
祭
祀
、
十
年
九
月
の
四
道
将
軍
派
遣
の
間
に
起
こ
っ
た
武
埴
安
彦
の
謀
反
を
百
襲
姫
が
明
か
す
当
該
条
が
置
か
れ
、
十
年
「
是
後
」
条
の
箸
墓
伝
承
が
載
せ
ら
れ
る
。二
　
古
事
記
の
特
徴
少
女
の
特
徴
は
「
腰
裳
を
服
た
る
」
に
あ
る
。「
裳
」
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
古
事
記
で
は
、「
天
宇
受
売
命
、（
中
略
）
神
懸
り
為
て
、
胸
乳
を
掛
き
出
だ
し
、
裳
の
緒
を
ほ
と
に
忍
し
垂
れ
き
」、「
小
碓
命
、
其
の
姨
倭
比
売
命
の
御
衣
・
御
裳
を
給
は
り
て
、
剣
を
御
懐
に
納
れ
て
、
幸
行
し
き
」・「
其
の
楽
の
日
に
臨
み
て
、
童
女
の
髪
の
如
く
、
其
の
結
へ
る
御
髪
を
梳
り
垂
れ
、
其
の
姨
の
御
衣
・
御
裳
を
服
て
、
既
に
童
女
の
姿
と
成
り
」、
息
長
帯
日
売
命
は
「
其
の
懐
妊
め
る
を
産
む
と
き
に
臨
み
て
、
即
ち
御
腹
を
鎮
め
む
と
為
て
、
石
を
取
り
て
御
裳
の
腰
に
纏
き
て
」・「
其
の
河
中
の
礒
に
坐
し
て
、
御
裳
の
糸
を
抜
き
取
り
、
飯
粒
を
以
て
餌
と
為
て
、
其
の
河
の
年
魚
を
釣
り
き
」、
の
三
箇
所
と
当
該
条
の
計
四
箇
所
で
あ
る
。
裳
が
記
さ
れ
る
の
は
、
神
懸
か
り
や
、
童
女
に
な
り
す
ま
す
小
碓
命
、
神
を
寄
せ
る
皇
后
と
出
産
の
延
期
を
祈
願
し
た
鎮
懐
石
と
裳
、
そ
の
裳
の
糸
を
用
い
て
年
魚
を
と
っ
た
皇
后
の
行
い
が
四
月
上
旬
の
筑
紫
の
末
羅
県
玉
島
里
の
年
魚
釣
り
の
由
来
と
さ
れ
る
な
ど
、
神
霊
を
憑
依
さ
せ
、
発
動
さ
せ
る
力
と
裳
を
付
け
る
女
性
と
の
関
わ
り
が
窺
わ
れ
る
。
小
碓
命
は
倭
比
売
命
の
御
衣
御
裳
を
通
し
姨
の
霊
能
の
放
射
を
受
け
て
守
護
さ
れ
る
。
裳
は
女
性
に
依
り
憑
く
神
の
力
の
発
動
と
関
わ
る
よ
う
で
あ
る
。
山
代
の
幣
羅
坂
に
出
現
し
た
少
女
も
例
外
で
は
な
か
ろ
う
。
万
葉
集
に
は
次
の
例
が
あ
り
、
裳
は
「
斎
ふ
」
行
為
と
関
わ
っ
て
い
た
。
四
二
六
五
番
は
身
を
慎
み
精
進
潔
斎
し
て
、
一
日
も
早
い
無
事
な
帰
郷
を
将
来
す
る
の
で
あ
る
。
19
・
4265
　
四
つ
の
船
　
は
や
帰
り
来
と
　
し
ら
か
付
け
　
朕
が
裳
の
裾
に
　
斎
ひ
て
待
た
む
5
・
813
の
序
　
古
老
相
伝
へ
て
曰
く
、「
往
者
、
息
長
足
日
女
命
、
新
羅
の
国
を
征
討
し
た
ま
ひ
し
時
に
、
こ
の
両
つ
の
石
を
用
ち
て
、
御
袖
の
中
に
挿
著
み
て
、
鎮
懐
と
為
し
た
ま
ふ
。〈
実
は
こ
れ
御
裳
の
中
な
り
〉
所
以
に
行
人
こ
の
石
を
敬
ひ
拝
む
」
と
い
ふ
。
折
口
信
夫
は
四
二
六
五
番
に
「
鎮
而
将
待
」
と
あ
る
「
い
は
ふ
」
を
、「
留
め
て
お
く
た
ま
し
い
が
遊
離
し
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
に
し
て
お
く6
」
こ
と
と
し
た
。
延
喜
式
（
巻
第
二
　
四
時
祭
下
、
巻
第
八
　
祝
詞
）
の
鎭
二
御
魂
齋
戸
一
祭
は
、「
毎
年
十
二
月
に
、
神
祇
官
西
院
の
斎
部
殿
（
斎
戸
神
殿
・
祝
部
殿
）
に
前
月
十
一
月
鎮
魂
祭
で
用
い
ら
れ
た
御
衣
と
魂
緒
を
納
め
、
天
皇
の
御
魂
の
鎮
安
を
祈
願
す
る
祭
祀
」
で
あ
り
、「
斎
戸
は
「
斎
瓫
」
の
意7
と
さ
れ
る
。
い
は
ふ
は
神
霊
を
祭
り
、
そ
の
威
力
に
よ
っ
て
悪
し
き
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
二
つ
目
の
事
例
は
御
裳
の
中
に
包
ま
れ
─ 5 ─
た
石
ゆ
え
に
敬
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
裳
は
霊
力
の
所
在
と
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
久
保
正
氏
は
、「
腰
裳
」
は
「
ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト
風
の
裳
に
対
し
、
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
風
の
短
い
裳
か
」
と
し
、「
少
女
が
神
女
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う8
」
と
指
摘
す
る
。
古
事
記
に
の
み
見
ら
れ
る
「
腰
裳
を
服
た
る
少
女
」
に
つ
い
て
中
西
進
氏
は
、
「
普
通
の
裳
の
ほ
か
に
装
飾
を
上
に
つ
け
て
い
る
異
様
な
出
立
は
、
巫
女
の
服
装
で
あ
る9
」
と
す
る
。
諸
注
釈
も
腰
裳
を
着
け
た
姿
を
巫
女
と
み
る
。
古
事
記
は
歌
と
い
う
よ
り
呪
言
の
形
で
語
ら
れ
、
韻
律
は
不
定
型
で
あ
る
。
古
事
記
で
は
少
女
が
出
現
し
た
と
こ
ろ
が
「
山
代
の
幣
羅
坂
」
と
あ
り
、
大
毘
古
命
の
問
い
か
け
に
対
し
て
「
歌
を
詠
は
む
と
為
つ
」
と
答
え
、
そ
の
後
「
其
の
所
如
も
見
え
ず
し
て
、
忽
ち
に
失
せ
」
た
と
あ
る
。
黄
泉
比
良
坂
や
海
坂
な
ど
、
神
話
に
お
け
る
坂
が
傾
斜
し
た
地
理
的
な
特
徴
を
も
つ
と
と
も
に
、
異
郷
と
現
世
の
接
点
で
あ
り
、
境
界
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
忽
然
と
出
現
し
歌
に
よ
っ
て
予
兆
を
示
し
、
か
き
消
す
よ
う
に
姿
を
消
し
た
少
女
は
、
神
の
言
葉
を
歌
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
存
在
で
あ
る
。
履
中
記
に
お
い
て
大
坂
の
山
口
に
出
現
し
、「
兵
を
持
て
る
人
等
、
多
た
玆
の
山
を
塞
げ
り
。
当
岐
麻
道
よ
り
廻
り
て
、
越
え
幸
す
べ
し
」
と
履
中
天
皇
に
当
麻
道
か
ら
迂
回
す
る
よ
う
に
告
げ
る
女
人
も
類
似
し
た
性
格
を
有
す
る
。
少
女
の
歌
の
解
釈
は
御
真
木
入
日
子
そ
の
人
に
委
ね
ら
れ
る
。
居
駒
永
幸
氏
は
「
神
の
託
宣
を
読
み
解
」
い
た
と
こ
ろ
に
「
審
神
者
と
し
て
の
天
皇
の
姿
が
示
さ
れ
る
。
崇
神
天
皇
の
神
性
で
あ
る10
」
と
指
摘
す
る
。
天
皇
は
歌
を
「
邪
し
き
心
を
起
せ
る
表
」
と
解
く
。
そ
れ
に
よ
っ
て
庶
兄
建
波
邇
安
王
の
謀
反
が
露
わ
に
な
り
、
反
乱
が
鎮
圧
さ
れ
「
天
の
下
太
き
に
平
ぎ
、
人
民
富
み
栄
え
き
」
と
な
る
。
崇
神
記
前
半
の
神
々
の
祭
祀
の
完
全
な
遂
行
が
、
神
意
の
表
れ
と
神
の
加
護
、
治
政
の
繁
栄
に
繋
が
る
よ
う
で
あ
る
。
居
駒
永
幸
氏
は
、
建
波
邇
安
王
の
反
乱
に
当
芸
志
美
々
命
の
場
合
と
の
共
通
性
を
み
る
。「
御
祖
伊
須
気
余
理
比
売
が
御
子
た
ち
に
風
景
の
歌
に
託
し
て
反
乱
の
「
表しる
し」
を
告
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
其
御
子
、
聞
知
而
驚
」
と
あ
る
か
ら
、
崇
神
と
同
じ
く
歌
の
言
葉
を
読
み
解
く
者
の
正
統
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
二
人
の
御
子
に
と
っ
て
当
芸
志
美
々
命
は
「
庶
兄
」
と
書
か
れ
る
点
も
共
通
し
て
い
る11
」
と
述
べ
る
。
古
事
記
の
当
芸
志
美
々
命
の
変
は
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。
20
　
狭
井
河
よ
　
雲
立
ち
渡
り
　
畝
火
山
　
木
の
葉
さ
や
ぎ
ぬ
　
風
吹
か
む
と
す
21
　
畝
火
山
　
昼
は
雲くも
揺と
ゐ
　
夕
さ
れ
ば
　
風
吹
か
む
と
そ
　
木
の
葉
さ
や
げ
る
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
二
首
は
叙
景
歌
の
よ
う
で
「
危
急
を
告
げ
る
歌
」
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
す
で
に
山
は
雲
の
い
る
と
こ
ろ
、
川
の
源
す
な
わ
ち
他
界
に
通
じ
る
場
所
で
あ
り
、「
雲
立
ち
渡
る
」
の
「
立
つ
」
は
霊
威
の
表
れ
に
他
な
ら
ず
、
た
だ
な
ら
ぬ
状
況
が
立
ち
現
れ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。「
木
の
葉
さ
や
ぎ
ぬ
」
は
木
の
葉
が
ざ
わ
ざ
わ
と
音
を
立
て
た
状
態
を
示
す
が
、『
日
本
書
紀
』
第
九
段
正
文
に
は
「
草
木
咸
能
く
言
語
有
り
」、『
常
陸
国
風
土
記
』
信
太
郡
の
条
に
「
天
地
の
権
輿
、
草
木
言
語
ひ
し
時
に
」、
香
島
郡
の
条
に
も
「
石
根
・
木
立
・
草
の
片
葉
も
辞
語
ひ
て
」
と
あ
り
、
石
や
草
や
木
に
宿
る
精
霊
が
う
る
さ
く
騒
ぎ
平
和
を
乱
す
状
態
、
秩
序
が
確
立
し
て
い
な
い
人
間
を
脅
か
す
始
原
の
状
態
を
い
う
。「
大
殿
祭
祝
詞
」
に
は
「
事
問
ひ
し
磐
ね
木
の
立
ち
、
草
の
片かき
葉
を
も
言
止や
め
て
、
天
降
り
た
ま
ひ
し
食
國
天
の
下
と
、
・
・
・
」
も
の
を
言
っ
た
岩
や
木
の
、
乱
れ
て
い
た
さ
ま
が
天
降
り
に
よ
っ
て
収
ま
っ
た
と
記
さ
れ
る
。「
風
吹
か
む
」
は
こ
れ
か
ら
風
が
吹
こ
う
と
し
て
い
る
の
意
で
、
異
変
が
起
こ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。「
雲
と
ゐ
」
は
、「
雲
と
居
」
と
す
る
説12
も
あ
る
が
、
動
揺
す
る
意
の
動
詞
「
と
ゐ
」
と
と
る13
。
こ
の
二
首
の
歌
謡
に
込
め
ら
れ
た
確
か
な
情
報
を
三
柱
の
御
子
は
察
知
し
、
神
武
天
皇
の
正
統
な
継
承
者
神
沼
河
耳
命
が
皇
位
に
つ
く
。
当
芸
志
美
々
命
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
御
祖
伊
須
気
余
理
比
売
が
叙
景
に
託
し
た
寓
意
を
御
子
が
正
確
に
解
釈
す
る
か
否
か
に
成
否
は
か
か
っ
て
い
よ
う
。
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そ
れ
に
対
し
崇
神
記
の
歌
謡
に
は
寓
意
で
は
な
く
、
直
接
的
な
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
る
。
神
武
か
ら
欠
史
八
代
の
天
皇
を
経
て
崇
神
へ
続
く
、
歌
を
解
く
こ
と
が
日
継
御
子
の
資
格
と
す
る
、
皇
位
継
承
の
歴
史
を
語
る
方
法
は
類
似
し
て
い
る
が
、
日
継
御
子
を
守
護
す
る
存
在
は
御
祖
と
神
の
よ
う
に
異
な
る
。
谷
口
雅
博
氏
は
古
事
記
に
は
少
女
の
予
兆
の
歌
と
、
天
皇
の
判
断
と
さ
え
あ
れ
ば
そ
れ
で
良
い
の
で
あ
り
、「
両
方
と
も
不
確
か
な
情
報
を
も
と
に
し
て
、
判
断
を
下
し
、
そ
の
判
断
に
従
っ
て
行
動
す
る
と
い
う
展
開
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
な
お
か
つ
そ
の
判
断
は
疑
い
の
余
地
の
な
い
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
可
能
と
す
る
の
が
、
情
報
提
供
す
る
側
の
背
景
に
あ
る
神
意
の
存
在
で
あ
り
、
判
断
す
る
側
の
能
力
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
既
に
指
摘
の
あ
る
よ
う
に
、『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
、
天
皇
の
「
聞
く
」
能
力
が
問
題
と
さ
れ
る14
。
天
皇
自
ら
が
判
断
を
下
す
と
こ
ろ
が
『
古
事
記
』
の
描
く
天
皇
像
の
特
質
と
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
指
摘
し
、「
御
真
木
入
日
子
は
や
」
と
い
う
呼
び
か
け
で
歌
を
閉
じ
る
『
古
事
記
』
は
、
よ
り
直
接
的
に
歌
の
言
葉
が
物
語
に
関
わ
り
、
登
場
人
物
の
行
動
に
直
結
し
て
い
く
形
と
な
っ
て
い
る15
」
と
述
べ
る
。
古
事
記
で
は
、
異
境
の
悪
霊
と
謀
反
を
起
こ
す
不
逞
の
輩
が
坂
を
堺
と
す
る
向
こ
う
側
の
世
界
に
出
現
し
て
い
る
。
神
意
の
啓
示
「
邪
し
き
心
を
起
せ
る
表
」
は
境
界
に
立
ち
表
れ
、
そ
れ
に
適
切
な
判
断
を
下
す
天
皇
の
祭
政
が
版
図
拡
大
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
漠
然
と
し
た
悪
霊
（evilspirit
）
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
存
在
が
崇
神
記
の
当
該
条
で
は
建
波
邇
安
王
と
い
う
具
体
像
を
も
っ
た
も
の
に
置
き
換
わ
っ
て
い
く
。
崇
神
記
前
半
部
の
境
界
の
祭
祀
で
は
、
黄
泉
津
比
良
坂
の
黄
泉
醜
女
、
黄
泉
軍
の
よ
う
な
も
の
4
4
の
進
入
を
防
ぎ
鎮
め
る
の
に
対
し
、
後
半
部
は
謀
反
の
輩
の
征
伐
・
鎮
圧
と
い
う
使
命
を
帯
び
て
世
界
が
境
界
の
外
に
押
し
出
さ
れ
て
い
く
。
当
該
歌
謡
は
、
天
下
を
知
ら
す
天
皇
に
ふ
さ
わ
し
い
資
質
を
示
し
、
人
の
時
代
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
く
転
換
点
に
置
か
れ
て
い
る
。
三
　
日
本
書
紀
の
伝
承
の
特
徴
書
紀
で
は
少
女
の
歌
の
謎
解
き
を
し
た
の
は
天
皇
の
姑
の
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
で
あ
っ
た
。
こ
の
女
性
は
後
に
大
物
主
神
の
妻
と
な
る
が
、「
聡
明
く
叡
智
し
く
ま
し
ま
し
て
、
能
く
未
然
を
識
り
た
ま
へ
り
。」
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
叙
述
は
聖
徳
太
子
の
「
壮
に
及
り
て
、
一
に
十
人
の
訴
を
聞
き
て
、
失
た
ず
能
く
、
弁
へ
た
ま
ひ
、
兼
ね
て
未
然
を
知
ろ
し
め
す
。」
の
描
写
に
等
し
く
、
共
に
最
大
級
の
聡
明
さ
を
語
る16
。
日
本
書
紀
で
は
歌
謡
の
文
言
が
五
句
の
形
式
に
ま
で
整
え
ら
れ
て
い
る
。
記
紀
の
少
女
は
神
が
そ
の
口
を
借
り
て
託
宣
を
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
書
紀
は
歌
謡
の
あ
と
に
「
少
女
」
か
ら
「
童
女
」
に
表
記
が
変
わ
る
が
、
全
集
に
は
「
童
」
は
神
と
人
間
を
仲
介
す
る
神
異
の
者
、
し
た
が
っ
て
「
童
女
」
は
神
に
仕
え
る
巫
女
に
も
な
る17
」
と
あ
る
。「
比
売
那
素
寐
」
は
ヒ
メ
ア
ソ
ビ
の
略
で
女
と
戯
れ
遊
ぶ
こ
と
と
諸
注
釈
に
あ
る
。『
萬
葉
集
古
義
』
で
は
、
お
と
り
と
し
て
掛
け
ら
れ
る
「
い
か
る
が
」
と
「
ひ
め
」
が
詠
み
込
ま
れ
る
次
の
歌
に
も
諷
意
を
認
め
る
。
近
江
の
海
　
泊
ま
り
八
十
あ
り
　
八
十
島
の
　
島
の
崎
々
　
あ
り
立
て
る
　
花
橘
を
　
上
枝
に
　
も
ち
引
き
掛
け
　
中
つ
枝
に
　
い
か
る
が
掛
け
　
下
枝
に
　
ひ
め
を
掛
け
　
汝
が
4
4
母
を
4
4
　
取
ら
く
を
知
ら
に
4
4
4
4
4
4
4
　
汝
が
父
を
4
4
4
4
　
取
ら
く
を
知
ら
に
4
4
4
4
4
4
4
　
い
そ
ば
ひ
居
る
よ
　
い
か
る
が
と
ひ
め
と
（
万
葉
集
巻
十
三
・
三
二
三
九
）
鹿
持
雅
澄
は
、
壬
申
の
乱
の
直
前
に
天
武
天
皇
が
吉
野
に
入
っ
た
後
、
大
津
宮
に
残
っ
た
天
武
の
諸
皇
子
に
危
難
の
及
ぶ
こ
と
を
諷
喩
し
た
点
と
、
崇
神
紀
の
譬
と
の
共
通
性
を
み
る18
。
書
紀
の
歌
謡
の
機
能
に
つ
い
て
谷
口
雅
博
氏
は
、「『
日
本
書
紀
』
の
方
は
突
き
放
し
た
形
で
歌
を
閉
じ
る
こ
と
で
、
歌
の
言
葉
を
宙
に
浮
か
せ
、
物
語
内
部
に
漂
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ワ
ザ
ウ
タ
で
あ
れ
ば
、
歌
で
事
件
の
批
評
や
風
─ 7 ─
刺
を
示
す
こ
と
は
出
来
て
も
、
物
語
内
部
に
働
き
か
け
る
役
割
を
担
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
ワ
ザ
ウ
タ
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
の
少
女
の
歌
は
、
実
は
風
刺
・
予
兆
で
あ
り
つ
つ
物
語
を
推
進
さ
せ
る
機
能
を
担
う
と
い
う
点
に
お
い
て
、
自
覚
的
に
用
い
ら
れ
た
特
殊
な
述
作
方
法
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い19
」
と
指
摘
す
る
。
書
紀
の
当
該
条
に
は
「
ワ
ザ
ウ
タ
」
の
語
は
用
い
ら
れ
な
い
が
、
歌
謡
の
機
能
は
「
予
兆
」
と
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
。
紀
の
記
述
の
特
徴
は
百
襲
姫
は
「
其
の
歌
の
怪4
し
る
ま
しを
知
り
ま
し
て
」
と
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
怪
」
は
書
紀
で
は
次
の
と
こ
ろ
に
記
さ
れ
る
。
①
神
功
皇
后
摂
政
元
年
二
月
条
遂
に
忍
熊
王
を
攻
め
む
と
欲
し
、
更
に
小
竹
宮
に
遷
り
ま
す
。
是
の
時
に
適
り
て
、
昼
の
暗
き
こ
と
夜
の
如
く
し
て
、
已
に
多
の
日
を
経
た
り
。
時
人
の
曰
く
、「
常
夜
行
く
な
り
」
と
い
ふ
。
皇
后
、
紀
直
が
祖
豊
耳
に
問
ひ
て
曰
は
く
、「
是
の
怪4しるま
しは
何
の
由
ぞ
」
と
の
た
ま
ふ
。
時
に
、
一
老
父
有
り
て
曰
さ
く
、「
伝
へ
聞
か
く
、
是
の
如
き
怪4
し
る
ま
しは
、
阿
豆
那
比
の
罪
と
謂
ふ
と
い
へ
り
」
と
ま
を
す
。
②
仁
徳
天
皇
六
十
年
十
月
条
六
十
年
の
冬
十
月
に
、
白
鳥
陵
守
等
を
差
し
て
、
役
丁
に
充
つ
。
時
に
天
皇
、
役
の
所
に
臨
み
た
ま
ふ
。
爰
に
陵
守
目
杵
、
忽
に
白
鹿
に
化
り
て
走
ぐ
。
是
に
天
皇
、
詔
し
て
曰
は
く
、「
是
の
陵
、
本
よ
り
空
し
。
故
、
其
の
陵
守
を
除
め
む
と
欲
し
て
、
甫
て
役
丁
に
差
せ
り
。
今
し
是
の
怪4しる
ま
し者
を
視
る
に
、
甚
だ
懼
し
。
陵
守
を
な
動
し
そ
」
と
の
た
ま
ひ
、
則
ち
且
、
土
師
連
等
に
授
け
た
ま
ふ
。
③
欽
明
天
皇
二
年
七
月
条
窃
に
聞
く
、
任
那
と
新
羅
と
、
策
を
席
際
に
運
ら
し
し
と
き
、
蜂
・
蛇
の
怪4
し
る
ま
しを
現
せ
り
と
い
ふ
こ
と
を
。
亦
衆
の
知
れ
る
所
な
り
。
且
夫
れ
、
妖
祥
は
行
を
戒
む
る
所
以
、
災
異
は
人
に
悟
ら
し
む
る
所
以
な
り
。
当
に
是
、
明
天
の
告
戒
、
先
霊
の
徴
表
な
り
。
禍
至
り
て
追
ひ
悔
い
、
滅
び
て
後
に
興
ら
む
と
思
ふ
と
も
、
孰
に
か
云
に
及
か
む
。
④
斉
明
天
皇
六
年
十
二
月
条
是
の
歳
に
、
百
済
の
為
に
新
羅
を
伐
た
む
と
欲
し
て
、
乃
ち
駿
河
国
に
勅
し
て
船
を
造
ら
し
む
。
已
に
訖
り
て
、
続
麻
郊
に
挽
き
至
る
時
に
、
其
の
船
、
夜
中
に
故
無
く
艫
舳
相
反
れ
り
。
衆
終
に
敗
れ
む
こ
と
を
知
り
ぬ
。
科
野
国
の
言
さ
く
、「
蠅
群
れ
て
西
に
向
ひ
、
巨
坂
を
飛
び
踰
ゆ
。
大
き
さ
十
囲
許
、
高
さ
蒼
天
に
至
れ
り
」
と
ま
を
す
。
或
い
は
、
救
軍
の
敗
績
れ
む
怪4
し
る
ま
しと
い
ふ
こ
と
を
知
る
。
童
謡
有
り
て
曰
く
、
122
　
ま
ひ
ら
く
つ
の
く
れ
つ
れ
を
の
へ
た
を
ら
ふ
く
の
り
か
り
が
み
わ
た
と
の
り
か
み
を
の
へ
た
を
ら
ふ
く
の
り
か
り
が
甲
子
と
わ
よ
と
み
を
の
へ
た
を
ら
ふ
く
の
り
か
り
が
と
い
ふ
。
「
怪
」
は
大
系
本
・
新
編
全
集
に
「
し
る
ま
し
」
と
訓
ま
れ
、
不
吉
の
前
兆
で
あ
る
。
①
は
新
編
全
集
頭
注
に
「
天
下
に
二
つ
の
太
陽
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
の
名
分
に
つ
い
て
の
予
兆
を
意
味
す
る
か20
」
と
あ
る
。
②
は
陵
守
ま
で
も
白
鹿
に
な
っ
て
走
り
出
す
こ
と
を
不
吉
と
み
て
い
る
。
③
は
蜂
や
蛇
が
現
れ
る
こ
と
を
恐
ろ
し
い
不
吉
な
こ
と
と
み
る
。
④
は
一
二
二
番
は
歌
意
不
明
で
あ
る
が
、「
怪
」
と
「
童
謡
」
が
結
び
つ
け
ら
れ
、
日
本
救
援
軍
が
大
敗
す
る
前
兆
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
当
該
歌
謡
の
「
歌
の
怪
」
と
通
じ
る
点
が
あ
る
。
益
田
勝
実
氏
は
、「
詩
妖
」（『
漢
書
』・『
後
漢
書
』・『
宋
書
』・『
晉
書
』）
と
、
こ
の
「
怪
謡
」（『
南
斉
書
』）
が
内
容
的
に
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
る
こ
と
、「
詩
妖
」
が
ワ
ザ
ウ
タ
と
翻
訳
出
来
る
な
ら
ば
、「
怪
謡
」
も
ま
た
ワ
ザ
ウ
タ
と
翻
訳
出
来
な
い
こ
と
は
な
い
」
と
し
、「
童
謡
」
の
中
国
の
史
書
で
の
あ
り
か
た
は
、
業わざ
（
行
）
の
ウ
タ
に
よ
り
も
、
妖
（
怪
）
し
の
ウ
タ
・
不
吉
の
ウ
タ
の
ほ
う
に
近
い21
」
と
指
摘
す
る
。
益
田
氏
─ 8 ─
は
「
謡
」（『
後
漢
書
』）
あ
る
い
は
『
詩
妖
』（『
宋
書
』・『
晉
書
』）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
妖
災
の
現
象
の
、
な
か
み
の
具
体
例
の
大
部
分
が
「
童
謡
曰
」
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
ら
に
接
し
つ
つ
、
童
謡
⇆
詩
妖
の
観
念
が
日
本
で
固
定
し
て
い
き
、
童
謡
⇆
ワ
ザ
ウ
タ
⇆
詩
妖
の
関
係
を
経
て
、「
童ワザ
ウ
タ謡
」
の
意
訓
が
出
現
」
し
、「
詩
妖
」
の
思
想
を
媒
介
と
し
て
「
童ワザ
ウ
タ謡
」
の
意
訓
が
は
じ
め
て
あ
り
う
る22
」
と
す
る
。
ま
た
津
田
博
幸
氏
は
益
田
説
を
ふ
ま
え
、「
童
謡
」
は
『
漢
書
』
な
ど
を
典
拠
と
す
る
語
だ
が
、
こ
れ
と
類
義
の
語
に
「
怪
謡
」（『
南
斉
書
』）
が
あ
り
、
ワ
ザ
ウ
タ
と
い
う
訓
読
語
は
こ
の
「
怪
謡
」
を
も
と
に
生
ま
れ
、
他
の
類
義
語
の
音
訓
と
し
て
転
用
さ
れ
た
と
推
定23
」
す
る
。
さ
ら
に
当
該
条
に
つ
い
て
津
田
氏
は
、「
こ
の
歌
は
「
童
女
」
が
歌
っ
た
と
あ
る
が
、「
童
謡
」
と
は
呼
ば
れ
て
い
な
い
（『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
語
「
童
謡
」
の
初
出
は
皇
極
紀
）。
中
国
の
史
書
と
共
通
の
、
つ
ま
り
世
界
標
準
の
名
称
を
崇
神
天
皇
の
段
階
で
は
用
い
て
い
な
い
わ
け
だ
が
、
そ
の
代
わ
り
に
「
歌
怪
」
と
い
う
表
現
を
当
て
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
歌
怪
」
の
典
拠
は
不
明
で
あ
る
。（
中
略
）
中
国
の
正
史
で
「
童
謡
」
の
こ
と
が
記
述
さ
れ
た
嚆
矢
は
『
漢
書
』
の
「
五
行
志
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
「
童
謡
」
は
、
次
の
よ
う
な
概
念
の
階
梯
の
中
に
あ
る
。
ま
ず
、
天
が
王
へ
の
譴
責
や
予
告
と
し
て
引
き
起
こ
す
様
々
な
「
妖
」（
怪
異
現
象
）
が
あ
り
、
そ
の
「
妖
」
の
一
つ
に
「
詩
妖
」
な
る
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、「
詩
妖
」
は
具
体
的
に
は
童
子
が
歌
う
な
ど
の
形
で
現
れ
る
。
つ
ま
り
、「
童
謡
」
は
「
詩
妖
」
の
下
位
概
念
で
あ
る
。／
こ
の
「
詩
妖
」
を
、
崇
神
朝
と
い
う
、
八
世
紀
の
人
々
に
と
っ
て
の
上
古
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
、
言
葉
の
上
で
「
詩
」
か
ら
「
歌
」
へ
と
置
き
換
え
た
の
が
「
歌
怪
」
で
あ
ろ
う
。
（
中
略
）
歌
が
超
越
的
世
界
と
の
回
路
と
し
て
機
能
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
し
て
歌
が
描
か
れ
た
の
は
、
こ
の
記
事
が
初
め
て
で
あ
り
、（
中
略
）「
歌
怪
」
と
い
う
念
入
り
な
字
面
が
選
ば
れ
た24
」
と
結
論
づ
け
る
。
『
書
紀
集
解
』
は
崇
神
紀
に
「
魏
志
武
帝
紀
」「
漢
書
成
帝
紀
」
の
典
拠
を
指
摘
す
る25
。
山
田
英
雄
氏
は
「
こ
の
出
典
は
単
に
そ
こ
に
あ
る
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
漢
籍
で
使
用
さ
れ
て
い
る
例
が
そ
の
語
、
句
に
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
新
た
に
使
用
し
た
場
合
に
、
過
去
に
使
用
さ
れ
た
意
味
を
背
後
に
ひ
そ
め
て
、
単
純
な
語
句
に
大
き
な
意
味
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
、
文
章
に
深
み
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る26
」
と
典
拠
の
働
き
を
重
視
す
る
。
山
田
純
氏
は
崇
神
紀
に
お
い
て
、「
成
帝
紀
」
を
典
拠
と
す
る
部
分
は
、
崇
神
天
皇
の
特
徴
を
述
べ
る
部
分
と
、
そ
の
治
世
の
特
徴
で
あ
る
「
御
肇
国
天
皇
」
を
語
る
部
分
」
で
も
あ
り
「
神
意
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
が
、
儒
教
経
典
に
基
づ
く
の
か
、
そ
れ
と
も
神
の
要
求
を
神
に
訊
ね
る
の
か
、
と
い
う
相
違
が
、「
成
帝
紀
」
と
「
崇
神
紀
」
の
比
較
を
通
し
て
明
確
化
す
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
神
の
要
求
通
り
に
祭
祀
を
行
っ
た
結
果
、
や
が
て
「
崇
神
紀
」
十
二
年
春
三
月
条
が
述
べ
る
よ
う
な
、「
天
下
太
平
」
へ
と
至
っ
た
の
で
あ
る27
」
と
指
摘
す
る
。
書
紀
の
当
該
条
も
『
漢
書
』「
成
帝
紀
」
及
び
「
五
行
志
」
等
、
漢
籍
の
表
現
を
背
景
に
漂
わ
せ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
正
伝
で
は
歌
い
手
が
「
少
女
」
か
ら
「
童
女
」
の
表
記
に
変
わ
る
。
ま
た
「
歌
怪
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
。
す
で
に
前
掲
の
津
田
博
幸
氏
の
論
文
に
「
歌
怪
」
と
漢
籍
と
の
関
係
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
上
代
人
が
享
受
し
た
漢
籍
に
、「
少
女
」「
童
女
」
の
伝
承
と
「
童
謡
」
が
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
を
み
て
、
書
紀
の
表
現
の
背
景
を
考
察
し
て
い
く
。
崇
神
紀
の
典
拠
と
さ
れ
る
成
帝
紀
に
は
「
少
女
」
で
は
な
く
「
小
女
」
の
表
記
が
さ
れ
る
。「
少
女
」
と
「
小
女
」
を
同
類
と
し
て
扱
っ
て
よ
い
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
ま
ず
「
小
女
」
で
あ
る
が
、『
漢
書
』
巻
七
十
六
「
趙
尹
韓
張
兩
王
傳
」
第
四
十
六
に
、
後
章
仕
宦
歷
位
、
及
爲
京
兆
、
欲
上
封
事
、（
中
略
）
妻
子
皆
收
繋
。
章
小
女
年
可
十
二
、
夜
起
號
哭
曰
、
・
・
・
『
後
漢
書
』
巻
十
上
　「
皇
后
紀
」
第
十
上
に
、
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明
德
馬
皇
后
諱
某
、
伏
波
將
軍
援
之
小
女
也
。
少
喪
ｙ
母
。（
中
略
）
援
有
三
女
、
大
者
十
五
、
次
者
十
四
、
小
者
十
三
、（
中
略
）
由
是
選
后
入
太
子
宮
。
時
年
十
三
。
と
み
え
る
二
つ
の
例
か
ら
、「
小
女
」
は
十
代
前
半
に
用
い
ら
れ
る
語
と
思
わ
れ
る
。
一
方
「
少
女
」
は
、
年
の
若
い
女
や
姉
妹
の
う
ち
の
妹
を
さ
す
。『
論
語
』「
季
氏
」
第
十
六
に
は
、「
少
之
時
、
血
氣
未
レ
定
、
戒
レ
之
在
レ
色
」
と
あ
り
、
皇
侃
注
に
は
三
十
以
前
を
「
少
」
と
す
る
。「
少
」
に
は
お
さ
な
い
（『
國
語
』
晉
語
「
午
之
少
也
」）、
若
い
（『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公
三
十
年
「
敝
邑
之
少
卿
也
」
杜
注
は
年
少
の
卿
と
す
る
）
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
二
十
代
を
さ
す
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
語
感
と
し
て
は
、「
少
女
」
は
「
小
女
」
よ
り
女
性
性
の
要
素
を
多
く
含
む
よ
う
に
も
み
え
る
。
両
語
は
結
婚
可
能
な
年
齢
の
女
性
を
さ
す
と
み
ら
れ
る
の
で
、
類
似
の
内
容
を
含
む
と
判
断
し
た
。
ま
た
「
童
女
」
は
、『
後
漢
書
』
巻
十
上
　「
皇
后
紀
」
第
十
上
に
「
漢
法
常
因
八
月
筭
人
、
遣
中
大
夫
與
掖
庭
丞
乁
相
工
、
於
洛
陽
鄕
中
閱
視
良
家
童
女
、
年
十
三
以
上
、
二
十
已
下
、
姿
色
端
麗
、
合
法
相
者
、
載
還
後
宮
、
擇
視
可
否
、
乃
用
登
御
。」
と
あ
り
、「
小
女
」「
少
女
」「
童
女
」
は
似
通
っ
た
内
容
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
『
漢
書
』
巻
十
成
帝
紀
に
お
い
て
、「
小
女
」
の
語
が
出
て
く
る
の
は
次
の
箇
所
で
あ
る
。
◦
三
年
秋
、
關
內
大
水
。
七
月
、
虒
上
小
女
陳
持
弓
聞
大
水
至
、
走
入
橫
城
門
、
闌
入
尙
方
掖
門
、
至
未
央
宮
鉤
盾
中
。
吏
民
驚
上
城
。
九
月
、
詔
曰
「
乃
者
郡
國
被
水
災
、
流
殺
人
民
、
多
至
千
數
。
京
師
無
故
訛
言
大
水
至
、
吏
民
驚
恐
、
奔
走
乘
城
。
殆
苛
暴
深
ｚ
之
吏
未
息
、
元
元
冤
失
職
者
衆
。
遣
諫
大
夫
林
等
循
行
天
下
。」
秋
、
関
内
に
大
水
が
あ
り
、
七
月
、
虒
上
の
小
女
陳
持
弓
は
大
水
が
寄
せ
て
き
た
と
聞
い
て
走
っ
て
横
城
門
に
入
り
、
尚
方
の
掖
門
か
ら
宮
中
に
闌
入
し
、
未
央
宮
の
鉤
盾
ま
で
行
っ
た
と
あ
る
。
異
変
を
聞
き
知
っ
た
小
女
が
宮
城
の
奥
に
乱
入
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
が
驚
い
て
宮
に
登
る
、
と
あ
る
。
『
漢
書
』
巻
二
十
七
下
之
上
　
五
行
志
第
七
下
之
上
の
成
帝
の
記
事
に
は
前
出
の
記
事
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
成
帝
建
始
三
年
十
月
丁
未
、
京
師
相
驚
、
言
大
水
至
。
渭
水
虒
上
小
女
陳
持
弓
年
九
歳
、
走
入
橫
城
門
、
入
未
央
宮
尙
方
掖
門
、
殿
門
門
衞
戶
者
莫
見
、
至
句
盾
禁
中
而
覺
得
。
民
以
水
相
驚
者
、
陰
氣
盛
也
。
小
女
而
入
宮
殿
中
者
、
下
人
將
因
女
寵
而
居
有
宮
室
之
象4
也
。
名
曰
持
弓
、
有
似
周
家
檿
弧
之
祥
。
易
曰
、「
弧
矢
之
利
、
以
威
天
下
。」
是
時
、
帝
母
王
太
后
弟
鳳
始
爲
上
將
、
秉
國
政
、
天
知
其
後
將
威
天
下
而
入
宮
室
、
故
象4
先
見
也
。
其
後
、
王
氏
兄
弟
ｙ
子
五
侯
秉
權
、
至
莽
卒
簒
天
下
、
蓋
陳
氏
之
後
云
。
京
房
易
傳
曰
、「
妖
言
4
4
動
衆
、
茲
謂
不
信
、
路
將
亡
人
、
司
馬
死
。」
五
行
志
に
み
え
る
大
水
は
陰
気
が
盛
ん
な
徴
証
で
あ
り
、
民
は
こ
れ
に
驚
く
。
小
女
が
宮
殿
中
に
入
っ
た
の
は
、
下
人
が
女
寵
に
よ
っ
て
宮
室
に
居
る
象
で
あ
る
。
名
を
持
弓
と
い
う
の
は
、
周
室
の
山
桑
の
弓
の
祥
に
似
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。『
易
』
に
い
う
、
「
弓
矢
の
利
器
で
天
下
の
悪
人
を
威
す
」
と
。
当
時
、
帝
の
母
王
太
后
の
弟
鳳
が
始
め
て
上
将
と
な
り
国
政
を
と
っ
た
。
天
は
そ
の
子
孫
が
ま
さ
に
天
下
を
威
し
て
宮
室
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
の
を
知
り
、
象
が
ま
ず
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
王
氏
兄
弟
・
父
子
の
五
侯
が
権
を
と
り
、
王
莽
に
至
り
遂
に
天
下
を
奪
っ
た
が
、
思
う
に
そ
の
小
女
は
陳
氏
の
後
裔
で
あ
る
と
い
う
。
京
房
の
『
易
伝
』
に
い
う
、「
妖
言
が
衆
を
動
か
す
、
こ
れ
を
信
あ
ら
ず
と
い
い
、
路
が
ま
さ
に
人
を
亡
ぼ
し
、
司
馬
が
死
の
う
と
し
て
い
る
」
と
、
の
部
分
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
小
女
に
つ
い
て
は
傍
線
部
が
付
会
さ
れ
象
う
ら
か
たと
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
当
時
の
政
治
状
況
や
そ
の
後
の
政
治
の
流
れ
を
加
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味
し
た
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
「
小
女
」
の
例
は
歌
謡
と
は
関
わ
っ
て
い
な
い
。
歌
が
「
怪
」
と
関
わ
る
成
帝
の
「
童
謠
」
の
例
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
『
漢
書
』
巻
二
十
七
中
之
上
　
五
行
志
成
帝
時
童
謠
曰
、「
燕
燕
尾
涎
涎
、
張
公
子
、
時
相
見
。
木
門
倉
琅
根
、
燕
飛
來
、
啄
皇
孫
、
皇
孫
死
、
燕
啄
矢
。」
其
後
帝
爲
微
行
出
游
、
常
與
富
平
侯
張
放
俱
稱
富
平
侯
家
人
、
過
（
河
陽
）〔
陽
阿
〕
主
作
樂
、
見
舞
者
趙
飛
燕
而
幸
之
、
故
曰
「
燕
燕
尾
涎
涎
」、
美
好
貌
也
。
張
公
子
謂
富
平
侯
也
。「
木
門
倉
琅
根
」、
謂
宮
門
銅
鍰
、
言
將
尊
貴
也
。
後
遂
立
爲
皇
后
。
弟
昭
儀
賊
害
後
宮
皇
子
、
卒
皆
伏
辜
、
所
謂
「
燕
飛
來
、
啄
皇
孫
、
皇
孫
死
、
燕
啄
矢
」
者
也
。
　
師
古
曰
、「
涎
涎
、
光
澤
貌
也
、
音
徒
見
反
。」
帝
は
微
行
で
遊
び
に
出
歩
き
、
常
に
富
平
侯
張
放
と
同
行
し
、
陽
阿
公
主
を
訪
れ
て
舞
楽
を
な
し
、
舞
う
者
趙
飛
燕
を
見
て
寵
愛
し
た
の
で
「
燕
燕
の
尾
涎
涎
た
り
」
と
い
い
、
美
好
の
貌
で
あ
る
。
張
公
子
は
富
平
侯
の
こ
と
で
あ
る
。「
木
門
倉
琅
の
根
」
は
、
宮
門
の
銅
の
鋪
首
と
銜
環
を
さ
す
。
ま
さ
に
尊
貴
に
な
ろ
う
と
す
る
の
を
い
う
。
の
ち
つ
い
に
立
っ
て
皇
后
と
な
っ
た
。
そ
の
妹
昭
儀
は
後
宮
の
皇
子
を
そ
こ
な
い
、
つ
い
に
姉
妹
は
罪
に
伏
し
た
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
燕
、
飛
来
し
て
皇
孫
を
啄
み
、
皇
孫
死
し
て
、
燕
矢
を
啄
む
で
あ
る
」
と
説
明
す
る
。
こ
の
童
謠
は
漢
書
の
外
戚
傳
に
も
み
え
る
。
『
漢
書
』
巻
九
十
七
下
　
外
戚
傳
第
六
十
七
下
今
廢
皇
后
爲
Ａ
人
、
就
其
園
。」
是
日
自
殺
。
凡
立
十
六
年
而
誅
。
先
是
有
童
謠
曰
「
燕
燕
、
尾
涎
涎
、
張
公
子
、
時
相
見
。
木
門
倉
琅
根
、
燕
飛
來
、
啄
皇
孫
。
皇
孫
死
、
燕
啄
矢
。」
成
帝
毎
微
行
出
、
常
與
張
放
俱
、
而
稱
富
平
侯
家
、
故
曰
張
公
子
。
倉
琅
根
、
宮
門
銅
鍰
也
。
　
師
古
曰
、「
涎
涎
、
光
澤
之
貌
也
、
音
徒
見
反
。」　
師
古
曰
、「
鍰
讀
與
環
同
。」
ま
た
次
の
記
事
か
ら
当
時
「
童
謠
」
が
ど
の
よ
う
に
み
ら
れ
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
『
魏
書
』
巻
三
十
五
　
列
傳
第
二
十
三
　
崔
浩
初
、
姚
興
死
之
前
歲
也
、
太
史
奏
、
熒
惑
在
匏
瓜
星
中
、
一
夜
忽
然
亡
失
、
不
知
所
在
。
或
謂
下
入
危
亡
之
國
、
將
爲
童
謠
妖
言
4
4
、
而
後
行
其
災
禍
。（
中
略
）
後
八
十
餘
日
、
熒
惑
果
出
於
東
井
、
留
守
盤
游
、
秦
中
大
旱
赤
地
、
昆
明
池
水
竭
、
童
謠
訛
言
4
4
、
國
內
諠
擾
。
明
年
、
姚
興
死
、
二
子
交
兵
、
三
年
國
滅
。
於
是
諸
人
皆
服
曰
、「
非
所
乁
也
。」
『
三
國
志
』
巻
六
十
一
　
呉
書
　
潘
濬
陸
凱
傳
第
十
六
Ｚ
武
昌
土
地
、
實
危
險
而
塉
确
、
非
王
都
安
國
養
民
之
處
、
船
泊
則
沈
漂
、
陵
居
則
峻
危
、
且
童
謠
言
、「
寧
飮
建
業
水
、
不
⻝
武
昌
魚
、
寧
還
建
業
死
、
不
止
武
昌
居
。」
臣
聞
翼
星
爲
變
、
熒
惑
作
妖
4
4
、
童
謠
之
言
、
生
於
天
心
4
4
、
乃
以
安
居
而
比
死
、
足
明
天
意
4
4
、
知
民
所
苦
也
。
魏
書
と
呉
書
の
「
童
謠
」
の
例
を
見
る
と
、「
妖
言
」「
訛
言
」
と
し
、
天
心
・
天
意
と
捉
え
て
お
り
、
童
謠
の
含
む
内
容
に
つ
い
て
当
時
の
知
識
人
の
感
覚
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
次
に
「
女
童
」「
童
女
」「
小
女
」
が
出
て
く
る
例
を
あ
げ
、
歌
と
の
関
わ
り
を
み
る
。
「
女
童
」
の
例
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
。
『
漢
書
』
巻
九
十
七
下
　
外
戚
傳
第
六
十
七
下
建
始
元
年
・
・
・
至
其
九
月
、
流
星
如
瓜
、
出
於
文
昌
、
貫
紫
宮
、
尾
委
曲
如
龍
、
臨
於
鉤
陳
、
此
Ｚ
章
顯
前
尤
、
著
在
內
也
。
其
後
則
有
北
宮
井
溢
、
南
流
逆
理
、
數
郡
水
出
、
流
殺
人
民
。
後
則
訛
言
傳
相
驚
震
、
女
童
入
殿
、
咸
莫
覺
知
。
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流
言
が
伝
わ
っ
て
人
々
が
驚
き
お
そ
れ
、
女
童
が
宮
殿
に
入
っ
た
が
、
誰
も
気
づ
か
な
か
っ
た
、
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
謠
は
記
さ
れ
な
い
。
謠
と
童
女
が
結
び
つ
く
例
と
し
て
、
西
周
王
の
幽
王
が
襃
姒
を
溺
愛
し
て
国
を
滅
ぼ
し
た
伝
承
が
知
ら
れ
る
。
『
史
記
』
巻
四
　
周
本
紀
第
四
三
年
、
幽
王
嬖
愛
襃
姒
。
襃
姒
生
子
伯
服
、
幽
王
欲
廢
太
子
。
太
子
母
申
侯
女
、
而
爲
后
。
後
幽
王
得
襃
姒
、
愛
之
、
欲
廢
申
后
、
幷
去
太
子
宜
臼
、
以
襃
姒
爲
后
、
以
伯
服
爲
太
子
。
周
太
史
伯
陽
讀
史
記
曰
、「
周
亡
矣
。」（
中
略
）
宣
王
之
時
童
女
謠4
曰
、「
檿
弧
箕
服
、
實
亡
周
國
。」
於
是
宣
王
聞
之
、
有
夫
婦
賣
是
器
者
、
宣
王
使
執
而
戮
之
。
迯
於
衟
、
而
見
鄕
者
後
宮
童
妾
所
弃
妖
子
出
於
路
者
、
聞
其
夜
啼
、
哀
而
收
之
、
夫
婦
遂
亡
、
犇
於
襃
。
襃
人
有
罪
、
請
入
童
妾
所
弃
女
子
者
於
王
以
贖
罪
。
弃
女
子
出
於
襃
、
是
爲
襃
姒
。
當
幽
王
三
年
、
王
之
後
宮
見
而
愛
之
、
生
子
伯
服
、
竟
廢
申
后
乁
太
子
、
以
襃
姒
爲
后
、
伯
服
爲
太
子
。
太
史
伯
陽
曰
、「
禍
成
矣
、
無
可
柰
何
！
」
宣
王
の
時
に
童
女
が
「
山
桑
の
弓
と
箕
の
え
び
ら
が
、
実
に
周
国
を
亡
ぼ
す
だ
ろ
う
」
と
歌
っ
た
、
と
あ
る
。
同
じ
伝
承
で
あ
る
が
『
國
語
』
巻
第
十
六
「
鄭
語
」
に
は
「
謠
」
は
「
童
謠
」
と
あ
る
。
同
じ
「
謠
」
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
『
漢
書
』
巻
二
十
七
下
之
上
　
五
行
志
第
七
下
之
上
厲
王
使
婦
人
臝
而
譟
之
、
漦
化
爲
玄
黿
、
入
後
宮
。
處
妾
遇
之
而
孕
、
生
子
、
懼
而
棄
之
。
宣
王
立
、
女
童
謠4
曰
、「
檿
弧
萁
服
、
實
亡
周
國
。」（
中
略
）
女
童
謠4
者
、
禍
將
生
於
女
、
國
以
兵
寇
亡
也
。
　
師
古
曰
、「
女
童
謠
、
閭
里
之
童
女
為
歌
謠
也
。（
後
略
）」
『
説
郛
』
巻
三
十
八
上
（『
説
郛
三
種
』
一
百
二
十
巻
　
第
四
十
九
「
西
朝
寶
訓
」
に
の
み
で
て
く
る
）
真
宗
宴
近
臣
語
及
莊
子
忽
命
呼
秋
水
至
則
翠
鬟
綠
衣
小
女
童
也
朗
誦
4
4
秋
水
一
篇
聞
者
竦
异
の
よ
う
に
「
童
女
」「
女
童
」
の
謠
が
周
の
滅
亡
を
予
言
す
る
例
は
あ
る
が
、
崇
神
記
紀
の
よ
う
に
「
少
女
」「
童
女
」
が
変
乱
の
予
兆
の
謠
を
歌
う
例
は
管
見
で
は
み
ら
れ
な
い
。
先
に
あ
げ
た
「
童
謠
」
の
『
魏
書
』『
三
國
志
』
の
例
で
は
、「
熒
惑
」
が
異
変
と
関
わ
っ
て
い
る
。
土
橋
寛
氏
は
、
崇
神
紀
の
当
該
歌
謡
に
つ
い
て
、
中
国
古
代
の
童
謡
と
熒
惑
の
影
響
を
指
摘
す
る28
。『
史
記
』
巻
二
十
七
　
天
官
書
第
五
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
察
剛
氣
以
處
熒
惑
。
曰
南
方
火
、
主
夏
、
日
丙
、
丁
。
禮
失
、
罰
出
熒
惑
、
熒
惑
失
行
是
也
。
出
則
有
兵
、
入
則
兵
散
。
以
其
舍
命
國
。（
熒
惑
）　
熒
惑
爲
勃
亂
、
殘
賊
、
疾
、
喪
、
饑
、
兵
。
反
衟
二
舍
以
上
、
居
之
、
三
月
有
殃
、
五
月
受
兵
、
七
月
半
亡
地
、
九
月
太
半
亡
地
。
因
與
俱
出
入
、
國
絕
祀
。
熒
惑
星
が
出
る
と
そ
の
国
に
兵
乱
が
あ
り
、
隠
れ
る
と
兵
乱
は
止
む
。
熒
惑
星
が
出
る
と
、
動
乱
・
残
賊
・
疾
疫
・
死
亡
・
饑
餓
を
つ
か
さ
ど
る
。
熒
惑
星
は
敵
兵
と
共
に
出
入
し
て
そ
の
下
の
国
は
滅
亡
し
て
祭
祀
を
絶
つ
の
で
あ
る29
。
土
橋
寛
氏
が
指
摘
す
る
『
晋
書
』
の
記
事
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
『
晉
書
』
巻
十
二
　
志
第
二
　
天
文
　
中
凡
五
星
盈
縮
失
位
、
其
精
降
于
地
爲
人
。
歲
星
降
爲
貴
臣
、
熒
惑
降
爲
童
兒
、
歌
謠
4
4
嬉
戲
、
填
星
降
爲
老
人
婦
女
、
太
白
降
爲
壯
夫
、
處
於
林
麓
、
辰
星
降
爲
婦
人
。
吉
凶
之
應
、
隨
其
𧰼
吿
。
熒
惑
が
ど
の
よ
う
に
見
え
る
か
、
ま
た
ど
の
位
置
に
出
現
し
て
い
る
か
で
占
う
占
星
に
つ
い
て
、
変
乱
の
予
兆
と
し
て
の
熒
惑
に
つ
い
て
の
記
事
は
多
く
見
ら
れ
る
。
だ
が
熒
惑
が
降
り
変
し
て
童
児
と
な
り
歌
謡
す
る
と
い
う
記
述
は
『
晋
書
』
天
文
志
が
初
出
の
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よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
が
『
隋
書
』
天
文
志
に
も
引
継
さ
れ
、
唐
代
の
注
釈
家
に
も
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
童
兒
」
が
少
女
で
あ
る
か
否
か
は
分
明
で
は
な
い
。
童
女
が
舞
や
歌
謡
に
関
わ
る
例
は
次
の
『
漢
書
』
郊
祀
志
の
記
事
に
み
ら
れ
る
の
で
、
注
意
は
必
要
か
と
思
わ
れ
る
が
直
接
的
な
関
係
は
管
見
で
は
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
『
漢
書
』
巻
二
十
五
下
　
郊
祀
志
第
五
下
衡
言
「
甘
泉
泰
畤
紫
壇
、
八
觚
宣
通
象
八
方
。
五
帝
壇
周
環
其
下
、
Ｚ
有
羣
神
之
壇
。
以
尙
書
禋
六
宗
、
望
山
川
、
徧
羣
神
之
義
、
紫
壇
有
文
章
采
鏤
黼
黻
之
餝
乁
玉
、
女
樂
（
後
略
）」
師
古
曰
「
漢
舊
儀
云
祭
天
用
六
綵
綺
席
六
重
、
用
玉
几
玉
餝
器
凡
七
十
。
女
樂
、
卽
禮
樂
志
所
云
『
使
童
男
童
女
4
4
俱
歌
』
也
。」
崇
神
紀
の
歌
謡
は
、
漢
籍
の
素
養
の
あ
る
宮
廷
の
史
官
や
時
の
有
識
者
が
「
童
謡
」
の
語
を
用
い
ず
に
、
意
図
的
に
取
り
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
国
で
は
誰
に
歌
う
と
い
う
こ
と
も
な
く
記
さ
れ
、
一
般
的
な
妖
祥
現
象
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
の
に
対
し
崇
神
紀
で
は
前
兆
・
予
兆
を
歌
う
者
と
そ
れ
を
聞
く
者
が
定
ま
っ
て
い
る
。
山
田
純
氏
は
、
紀
は
、
歌
謡
の
怪
を
解
い
た
「
モ
モ
ソ
ヒ
メ
を
歴
代
最
高
の
巫
女
と
認
め
て
」
お
り
、
「
彼
女
は
優
秀
な
臣
下
と
し
て
、
中
国
儒
教
が
理
想
と
す
る
祭
祀
方
法
の
枠
組
み
を
、
崇
神
天
皇
と
と
も
に
確
立
し
た
と
い
う
「
価
値
」
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る30
。」
と
指
摘
す
る
。
ま
た
大
脇
由
紀
子
氏
は
書
紀
の
歌
謡
に
つ
い
て
「『
漢
書
』
五
行
志
を
教
養
と
す
る
読
者
な
ら
ば
、
少
女
の
出
現
は
神
の
譴
責
で
あ
る
「
怪
」
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。（
中
略
）「
姫
あ
そ
び
す
も
」
は
女
と
戯
れ
る
帝
を
想
像
さ
せ
る
。（
中
略
）
そ
し
て
そ
の
想
像
は
中
国
王
朝
の
「
傾
国
」
の
歴
史
と
重
な
っ
て
王
権
の
危
機
を
演
出
す
る
。／
よ
っ
て
、「
姫
遊
び
」
が
直
截
的
に
崇
神
天
皇
の
女
性
問
題
を
指
し
示
し
て
い
な
く
て
も
よ
い
。（
中
略
）
女
と
の
戯
れ
に
関
わ
ら
な
い
天
皇
だ
か
ら
こ
そ
、「
姫
遊
び
す
も
」
は
謎
と
な
り
、（
中
略
）
倭
迹
々
日
百
襲
姫
命
が
吾
田
媛
の
情
報
と
結
び
つ
け
、
ウ
タ
を
解
き
明
か
す
の
で
あ
る31
。」
と
結
論
づ
け
る
。
成
帝
の
淫
佚
は
本
紀
の
本
文
中
に
は
な
く
、
次
の
よ
う
に
末
尾
の
論
賛
に
わ
ず
か
に
語
ら
れ
る
。
『
漢
書
』
巻
十
　
成
帝
紀
第
十
贊
曰
、「
臣
之
姑
充
後
宮
爲
婕
妤
、（
中
略
）
遭
世
承
平
、
上
下
和
睦
。
然
湛
于
酒
色
」
　
師
古
曰
、「
湛
讀
曰
耽
。」
成
帝
紀
に
お
い
て
本
紀
で
は
語
ら
れ
な
い
淫
と
歌
の
な
い
小
女
の
異
変
、
五
行
志
の
童
女
の
童
謠
に
よ
る
歌
の
怪
を
結
び
つ
け
、
漢
籍
の
世
界
を
事
件
の
背
景
に
漂
わ
せ
よ
う
と
し
た
の
が
崇
神
紀
の
当
該
条
で
は
な
い
か
。
崇
神
紀
に
記
述
が
な
い
「
姫
遊
び
」
を
歌
謡
の
文
言
に
取
り
込
み
、
そ
の
語
は
意
外
性
を
含
む
が
ゆ
え
に
、
真
相
を
確
か
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
行
動
に
結
果
的
に
結
び
つ
く
。
歌
謡
中
に
「
御
間
城
入
彦
」
が
詠
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
日
本
霊
異
記
中
巻
第
三
三
縁
の
「
万
の
子
」
や
、
続
日
本
紀
の
巻
第
三
一
の
光
仁
天
皇
即
位
を
予
言
す
る
童
謡
に
あ
る
「
白
壁
」
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
歌
謡
の
受
け
手
に
意
識
を
向
け
さ
せ
注
意
を
喚
起
さ
せ
る
効
果
を
発
揮
す
る
。
崇
神
紀
の
歌
謡
は
警
告
で
あ
っ
て
、
予
兆
に
結
果
が
対
応
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、「
童
謡
」
で
は
な
く
「
歌
怪
」
と
い
う
選
ば
れ
た
語
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
紀
と
五
行
志
の
記
述
を
結
合
し
、
漢
籍
の
記
述
を
背
後
に
連
想
さ
せ
つ
つ
、
英
邁
な
後
の
天
皇
像
に
通
じ
る
、
祭
政
の
も
と
を
固
め
た
崇
神
紀
天
皇
像
を
記
す
の
が
書
紀
歌
謡
の
あ
り
方
で
あ
ろ
う
。
お
わ
り
に
古
事
記
に
お
い
て
は
、
邇
邇
藝
命
が
降
臨
す
る
際
に
、
伊
勢
の
内
宮
と
外
宮
の
起
こ
り
が
記
さ
れ
、
崇
神
記
で
豊
鉏
比
売
命
は
伊
勢
大
神
宮
を
拝
祭
す
る
。
上
巻
の
大
国
主
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神
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
判
然
と
し
な
い
大
物
主
神
の
祭
祀
も
完
全
に
な
さ
れ
祟
り
が
鎮
ま
る
。
上
巻
の
祭
祀
が
崇
神
天
皇
に
お
い
て
完
結
す
る
。
崇
神
天
皇
が
祭
祀
を
掌
握
し
、
大
和
国
内
の
支
配
確
立
を
語
る
。
姫
彦
制
の
影
を
全
く
出
さ
な
い
、
祭
政
を
掌
握
し
た
天
皇
像
を
打
ち
出
す
の
が
第
二
二
番
歌
謡
で
あ
ろ
う
。
日
本
書
紀
で
は
優
れ
た
巫
女
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
は
孝
霊
天
皇
と
倭
国
香
媛
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
て
い
る
。
箸
墓
伝
承
で
、
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
の
名
を
縮
め
た
と
思
わ
れ
る
倭
迹
迹
姫
命
は
孝
元
天
皇
の
皇
女
の
名
で
も
あ
る
。
崇
神
天
皇
が
都
を
置
い
た
師
木
（
磯
城
）
は
三
輪
山
西
南
域
の
大
和
王
権
発
祥
の
地
と
み
ら
れ
て
い
る
。
武
埴
安
彦
の
謀
反
平
定
後
、
大
物
主
神
と
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
と
の
神
婚
が
語
ら
れ
る
。
神
婚
は
「
聡
明
く
叡
智
し
く
ま
し
ま
し
て
、
能
く
未
然
を
識
り
た
ま
へ
り
」
と
い
う
姫
の
力
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
。「
吾
が
形
に
な
驚
き
そ
」
と
い
う
約
束
を
破
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
姫
は
亡
く
な
る
。
「
箸
」
と
い
う
斎
串
に
占
め
ら
れ
た
姫
の
墓
は
、「
日
は
人
作
り
、
夜
は
神
作
る
」
と
伝
え
ら
れ
る
。
神
に
占
め
ら
れ
た
姫
は
人
間
の
世
界
か
ら
神
の
世
界
に
属
す
る
存
在
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
姫
は
大
物
主
神
の
姿
を
「
小
蛇
」
と
顕
す
が
、
こ
の
記
述
は
雄
略
紀
七
年
七
月
条
の
「
三
諸
岳
の
神
の
形
」「
大
蛇
」
に
通
じ
て
い
く
。
姫
の
死
に
よ
っ
て
巫
女
的
な
力
を
も
っ
た
皇
女
と
天
皇
と
の
紐
帯
は
途
切
れ
る
こ
と
に
な
る
。
崇
神
天
皇
と
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
に
集
約
さ
れ
る
三
輪
山
の
大
物
主
神
の
祭
祀
が
変
化
を
見
せ
て
い
く
結
節
点
に
置
か
れ
る
の
が
第
一
八
番
歌
謡
で
あ
ろ
う
。「
姫
遊
び
」
の
主
体
は
崇
神
天
皇
と
捉
え
ら
れ
、
契
沖
や
飯
田
武
郷
の
指
摘
す
る
よ
う
な
、
崇
神
紀
の
中
で
整
合
性
を
も
っ
た
解
釈
を
す
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
第
十
八
番
歌
謡
は
『
漢
書
』
成
帝
紀
や
五
行
志
の
世
界
を
背
景
に
、
神
の
お
つ
げ
と
し
て
崇
神
紀
の
内
容
に
相
応
し
く
な
い
語
を
用
い
て
強
い
危
機
感
を
表
出
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
崇
神
記
紀
の
謀
反
を
告
げ
る
歌
謡
は
、
試
練
に
耐
え
て
祟
り
を
克
服
し
人
の
時
代
を
開
く
ハ
ツ
ク
ニ
シ
ラ
ス
天
皇
の
事
績
を
象
徴
的
に
語
る
歌
謡
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
注
1
契
沖
「
厚
顔
抄
」『
契
沖
全
集
　
第
七
巻
』
一
九
七
四
年
八
月
　
岩
波
書
店
2
飯
田
武
郷
『
日
本
書
紀
通
釋
　
第
二
』
一
九
三
〇
年
五
月
　
内
外
書
籍
3
大
脇
由
紀
子
「
崇
神
天
皇
条
に
出
現
し
た
少
女
―
古
事
記
と
日
本
書
紀
と
の
比
較
か
ら
―
」
『
中
京
大
学
　
文
学
会
論
叢
』
六
巻
　
二
〇
二
〇
年
三
月
4
三
浦
佑
之
「
さ
か
」『
古
代
語
を
読
む
』
古
代
語
誌
刊
行
会
編
　
一
九
八
八
年
一
月
　
桜
楓
社
5
尾
崎
暢
殃
『
古
事
記
全
講
』
一
九
六
九
年
九
月
　
加
藤
中
道
館
6
折
口
信
夫
「
い
は
ふ
」
と
い
う
語
」『
折
口
信
夫
全
集
ノ
ー
ト
編
追
補
　
神
道
概
論
』
第
一
巻
　
一
九
八
七
年
十
月
　
中
央
公
論
社
7
虎
尾
俊
哉
編
『
延
喜
式
上
』
二
〇
〇
〇
年
五
月
　
集
英
社
8
大
久
保
正
『
古
事
記
歌
謡
』
一
九
八
一
年
三
月
　
講
談
社
9
中
西
進
『
大
和
の
大
王
た
ち
　
古
事
記
を
よ
む
3
』
一
九
八
六
年
一
月
　
角
川
書
店
10
居
駒
永
幸
「
崇
神
・
仲
哀
記
の
歌
と
散
文
―
表
現
空
間
の
解
読
と
注
釈
―
」『
人
文
科
学
論
集
』
第
六
五
輯
　
二
〇
一
九
年
三
月
11
前
掲
書
10
12
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
二
十
之
巻
『
本
居
宣
長
全
集
　
第
十
巻
』
一
九
六
八
年
一
一
月
　
筑
摩
書
房
13
武
田
祐
吉
『
記
紀
歌
謡
集
全
講
』
一
九
五
六
年
五
月
　
明
治
書
院
、
倉
野
憲
司
『
古
事
記
全
註
釈
　
第
五
巻
』
一
九
七
九
年
一
一
月
　
三
省
堂
14
神
野
志
隆
光
「〈
聞
く
〉
天
皇
―
『
古
事
記
』
に
お
け
る
天
皇
―
」『
太
田
善
麿
先
生
追
悼
論
文
集
　
古
事
記
・
日
本
書
紀
論
叢
』
一
九
九
九
年
七
月
　
続
群
書
類
従
完
成
会
　
谷
口
氏
の
説
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
15
谷
口
雅
博
「
謀
反
を
知
ら
せ
る
歌
―
タ
ケ
ハ
ニ
ヤ
ス
の
反
乱
（
崇
神
記
・
紀
）
よ
り
―
」『
古
事
記
の
表
現
と
文
脈
』
二
〇
〇
八
年
一
一
月
　
お
う
ふ
う
16
津
田
博
幸
「
歴
史
叙
述
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
―
『
日
本
書
記
』
を
中
心
に
」『
生
成
す
る
古
代
文
学
』
二
〇
一
四
年
三
月
　
森
話
社
17
荻
原
浅
男
　
鴻
巣
隼
雄
　
校
注
・
訳
『
古
事
記
　
上
代
歌
謡
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
1
）
一
九
七
三
年
一
一
月
　
小
学
館
18『
萬
葉
集
古
義
』
に
は
「
此
歌
は
中
山
嚴
水
云
、
こ
は
天
武
天
皇
の
、
吉
野
に
入
座
し
後
、
大
友
皇
子
の
、
天
武
天
皇
を
襲
ひ
賜
は
む
と
て
、
し
の
び
〳
〵
に
軍
の
設
な
ど
せ
さ
せ
賜
ふ
ほ
─ 14 ─
＊『
論
語
』
は
『
論
語
』（
新
釈
漢
文
大
系
第
1
巻
）
明
治
書
院
　
に
よ
る
。
＊『
国
語
』
は
『
国
語
　
下
』（
新
釈
漢
文
大
系
第
67
巻
）
明
治
書
院
　
に
よ
る
。
＊『
春
秋
左
氏
傳
』
は
『
春
秋
左
氏
傳
　
四
』（
新
釈
漢
文
大
系
第
33
巻
）
明
治
書
院
　
に
よ
る
。
＊
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
田
熊
信
之
氏
・
谷
口
雅
博
氏
の
御
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
か
ら
す
だ
に
　
と
も
こ
　
　
日
本
語
日
本
文
学
科
）

ど
、
高
市
皇
子
、
大
津
皇
子
は
其
事
を
知
せ
賜
は
ず
て
、
何
心
も
無
て
お
は
す
を
見
て
、
天
武
天
皇
に
、
志
あ
る
臣
の
よ
み
て
、
二
人
の
皇
子
等
に
、
諷
し
奉
り
た
る
歌
な
る
べ
し
、
と
い
へ
り
、
信
に
さ
も
あ
り
な
む
、
崇
神
天
皇
紀
武
埴
安
彦
の
邪
心
を
起
せ
る
表
に
、
少
女
の
う
た
へ
る
歌
に
、
瀰
磨
紀
異
利
寐
胡
播
揶
飫
廼
餓
烏
塢
志
齊
務
苫
農
殊
末
句
志
羅
珥
比
賣
那
素
寐
殊
望
、
と
あ
る
に
、
譬
へ
た
る
意
相
似
た
り
」
と
あ
る
。『
萬
葉
集
古
義
　
第
五
』　
一
九
二
〇
年
四
月
　
國
書
刊
行
會
19
前
掲
書
15
20
小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守
　
校
注
・
訳
『
日
本
書
紀
①
』
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
2
）　
一
九
九
四
年
四
月
　
小
学
館
21
益
田
勝
実
「
詩
妖
の
思
想
―
ワ
ザ
ウ
タ
語
源
考
―
」『
古
代
歌
謡
』（
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
）
一
九
八
五
年
一
一
月
　
有
精
堂
22
前
掲
書
21
23
津
田
博
幸
「
和
歌
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
―
『
日
本
書
紀
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」
前
掲
書
16
24
前
掲
書
23
25
河
村
秀
根
・
益
根
『
書
紀
集
解
』
巻
第
五
　『
書
紀
集
解
二
』
一
九
六
九
年
九
月
　
臨
川
書
店
26
山
田
英
雄
「
出
典
論
」『
日
本
書
紀
の
世
界
』
二
〇
一
四
年
二
月
　
講
談
社
学
術
文
庫
27
山
田
純
「『
日
本
書
紀
』「
崇
神
紀
」
が
語
る
祭
祀
の
「
歴
史
」
―
「
崇
神
紀
」
と
「
成
帝
紀
」
の
比
較
」『
日
本
書
紀
典
拠
論
』
二
〇
一
八
年
五
月
　
新
典
社
28
土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
　
日
本
書
紀
編
』
一
九
七
六
年
八
月
　
角
川
書
店
29
吉
田
賢
抗
『
史
記
　
四
（
八
書
）』
新
釈
漢
文
大
系
第
四
一
巻
　
一
九
九
五
年
五
月
　
明
治
書
院
30
山
田
純
「『
日
本
書
記
』「
崇
神
記
」
に
お
け
る
「
箸
暮
伝
承
」
の
位
置
づ
け
―
君
臣
一
体
の
理
想
的
祭
祀
実
現
の
「
歴
史
」
―
」
前
掲
書
27
31
前
掲
書
3
＊
古
事
記
・
日
本
書
紀
・
風
土
記
・
万
葉
集
の
引
用
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
。
＊
祝
詞
の
引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。
＊
漢
書
・
後
漢
書
・
魏
書
・
三
国
志
・
史
記
・
晋
書
の
引
用
は
二
十
四
史
　
中
華
書
局
版
に
よ
る
。
但
し
、
原
文
中
の
欧
文
カ
ン
マ
・
コ
ロ
ン
の
類
は
邦
文
フ
ォ
ン
ト
に
置
き
換
え
た
。
＊『
説
郛
三
種
　
五
』
一
百
二
十
巻
　
第
四
十
九
「
西
朝
寶
訓
」　〔
明
〕
陶
宗
儀
　
等
編
　
上
海
古
籍
出
版
社
に
よ
る
。
